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次回予定 

当日 7時の天気予報で降水確率 50％を超

える場合中止します。 

 

○2015-5-13（水）雑司ヶ谷鬼子母神 

 鬼子母神本堂前 10 時集合 都電荒川

線、雑司ヶ谷鬼子母神前下車けやき並

木参道徒歩約百米 

○2015-6-10（水）神田明神 

 神田明神正門前 10時集合 

  

 

 

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 
 

2015-3-21（土）谷中夕焼け段々 

谷中は東京の山の手と下町との中間位

に相当する場所であろう。ここでは描きたく

なるポイントが幾つもある。まづ夕焼け

段々、そして谷中銀座、岡倉天心記念公

園、ホタル坂等々そして寺が多い。谷中銀

座には食欲をそそる店も少なくないし春灯

ともす頃の日暮れの風情も又格別である。 

 ところで広重の「江戸百景」に谷中が描か

れていない。近くの千駄木団子坂が描かれ

ているのに不思議である。当時の谷中はあ

まりにも淋しい所だったのかも知れない。せ

めて情感豊かな蛍坂だけでも描いておい

てほしかった。 

 

 

 

  

 

支
部
だ
よ
り 

 

動
し
て
い
る
一
人
で
す
。
大
熊
善
治
さ

ん
は
二
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日
～

十
二
月
一
日
ま
で
「
ふ
れ
あ
い
展
」
浅
草

孔
雀
堂
で
、
二
十
七
年
五
月
に
は
美
術

家
集
団
創
葉
会
「
小
品
展
」
東
京
交
通

会
館
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
（一
柳
委
員
も
参
加
し
て
い
る
） 

 

こ
う
し
た
仲
間
が
集
い
四
月
二
十
四

日(

金)

～
二
十
八
日(

火)

に
は
第
十
八

回
千
葉
支
部
展
を
開
催
す
る
運
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

新
勢
力
を
混
じ
え
て
本
展
に
向
か
っ
て

前
任
の
ヒ
飛
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。 

さ
き
た
ま
支
部
展
を
開
催
し
て 

 

支
部
長 

住
佐
美
紗
子 

 
 

支
部
展
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
第

十
回
新
日
美
さ
き
た
ま
支
部
展
を

三
月
十
二
日
か
ら
、
大
宮
氷
川
の
杜

文
化
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
宮
で

開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
四
年
目
、

固
定
客
も
増
え
、
初
日
か
ら
賑
や
か

で
し
た
。
本
部
か
ら
は
鈴
木
会
計
さ

ん
が
早
々
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
す

っ
か
り
顔
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。

四
日
間
と
い
う
短
い
会
期
で
し
た
が

充
実
し
た
四
日
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
土
・
日
を
含
ま
な
い
期
間
な
の
で

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
来
て
下
さ

る
方
は
殆
ど
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
作
品
の
多

彩
さ
も
加
わ
っ
て
、
賑
や
か
に
来
客
同
志 

2015-4-10(金) 九品仏の桜 

 ４月 10日間もなく雨が降りそうな春の空だ

った。九品仏の境内は散り残る桜が春愁の

余韻を見せていた。 

 

千
葉
支
部 

 

支
部
長 

小
宮
山
修 

 

千
葉
支
部
の
近
況
報
告
を
し
ま
す
。
現
在
支
部
員
は
会

員
十
一
名
、
準
会
員
四
名
、
会
友
二
名
の
十
七
名
で
す
。 

一
般
の
方
に
目
を
向
け
る
と
前
回
の
支
部
展
に
参
加
さ

れ
た
会
員
候
補
は
八
名
、
又
二
十
六
年
度
第
三
十
八
回

展
に
出
品
さ
れ
た
方
は
十
名
、
第
三
十
七
回
展
に
出
品
さ

れ
た
方
も
十
名
で
し
た
。 

一
般
出
品
者
に
は
何
度
と
な
く
会
へ
の
勧
誘
を
重
ね
て

お
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
諸
事
情
が
お
あ
り
の
よ
う
で
す

が
、
継
続
交
渉
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

一
度
何
か
し
ら
の
受
賞
を
し
ま
す
と
そ
れ
が
弾
み
と
な

っ
て
当
会
に
目
を
向
け
る
よ
う
で
す
。
逆
に
三
・
四
年
で
結

果
が
出
な
い
こ
と
に
こ
だ
わ
る
方
が
い
ま
す
が
根
気
よ
く
着

実
に
自
分
の
世
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
勧
め
る
も
の
で

す
。 で

は
活
躍
し
て
い
る
支
部
員
の
活
動
報
告
を
致
し
ま

す
。
森
屋
事
務
局
長
を
筆
頭
に
第
三
十
回
記
念
「
沼
美

展
」 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
四
日
～
十
八
日
、
柏
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
朝
日
新
聞
一
月
十
四
日
付
け
朝
刊
に
掲

載
）
岩
尾
計
助
氏
（
２
１
美
術
協
会
常
任
参
与
）
他
、
出
品

者
三
十
二
名
、
う
ち
当
会
関
係
者
九
名
（
片
桐
金
治
郎
・

熊
尾
清
孝
・
小
瀬
延
枝
・
竹
内
正
行
・
高
山
は
ま
子
・
福
井

千
鶴
子
・
田
中
光
子
・
水
野
美
預
子
森
屋
治
三
）
お
り
勢

力
拡
大
し
て
い
ま
す
。
作
品
も
力
作
が
並
び
レ
ベ
ル
の
高
い

鑑
賞
が
出
来
ま
し
た
。 

石
原
修
委
員
が
参
加
し
て
い
る
第
三
十
三
回
「
新
春
佐

倉
美
術
展
」 

二
十
七
年
一
月
六
日
～
十
八
日
佐
倉
市
立

美
術
館
に
て
開
催
。
石
原
委
員
の
「
春
雷
」
Ｆ10

0

号
、
自

身
の
強
い
個
性
で
不
安
定
な
構
図
の
中
に
在
る
安
定
感
と

力
強
さ
は
色
彩
と
共
に
見
る
者
を
引
き
つ
け
ま
す
。
出
品

者
百
六
十
八
名
、
三
十
七
団
体
、
日
展
参
与
、
旺
玄
会
常

任
理
事
や
三
軌
会
、
太
平
洋
美
術
会
、
等
の
会
員
が
名
を

連
ね
、
迫
力
あ
る
作
品
群
は
圧
巻
で
し
た
。 

水
野
美
預
子
さ
ん
は
沼
美
展
の
他
、
第
七
回
グ
ル
ー
プ

展
「
飛
桜
会
展
」
を
二
十
七
年
二
月
二
日
～
七
日
ギ
ャ
ル

リ
ー
ソ
レ
イ
ユ
で
開
催
、
当
会
児
玉
委
員
や
春
陽
会
、
新

世
紀
、
示
現
会
、
朱
陽
会
の
仲
間
と
競
合
、
精
力
的
に
活 

 

沼美展にて 水野美預子さん

（左）、田中光子さん（右） 

 

 

残花の風情はまことに絵心を誘う美しさと言え

よう。上品、中品、下品の三堂それぞれに三

体づつ計九体の阿弥陀仏がおわし、あたりの

静寂な雰囲気には心ひかれるものがある。道

のかたえの花びらの積み重なりが、移りゆく春

を見せて感ひとしおの思いだった。 

「行く春や 花びら一つ手のひらに」 と思い

乍ら中品堂の前で描き始めると、参拝の一

人か、あるいは二人か、その足音だけが僅

かに聞こえて閑寂なひとときだった。 

筆を置いて残花を仰ぎ萌え始めた葉桜の

緑にも眼を移して、一枚描き上げた幸せを

み仏に感謝した次第。帰路門前の蕎麦処

に足をとどめたのは言うまでもない。 

が
楽
し
げ
に
話
が
弾
み
知
り
合
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

出
展
作
品
は
油
彩
画
、
日
本
画
、
水
彩

画
、
版
画
、
切
り
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
と
年
々

多
彩
と
な
り
、
な
じ
み
の
来
客
か
ら

色
々
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
い
と
い
う
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

残
念
だ
っ
た
の
は
支
部
間
の
交
流
が
少

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
支
部
展
を
き

っ
か
け
に
も
う
少
し
交
流
が
あ
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。
半
日
あ
れ
ば
出
掛
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
の
で
時
間
を
作
っ
て
訪
問

し
た
い
も
の
で
す
。 

個
人
的
で
す
が
び
っ
く
り
が
二
つ
あ
っ

た
。
一
つ
は
学
生
時
代
四
年
間
新
聞
部

で
頑
張
っ
た
仲
間
の
一
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
べ
た
と
言
っ
て
会
場
に
現
れ
四

十
年
ぶ
り
に
合
え
た
た
こ
と
、
も
う
一
つ

は
九
十
二
歳
の
友
が
信
州
か
ら
新
幹
線

で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
も

支
部
展
を
や
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。 

 

会
場
の
予
約
か
ら
展
示
、
搬
入
出
と

忙
し
い
日
常
の
中
、
大
変
だ
と
思
う
事
も

あ
り
ま
す
が
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

 

 

鈴木健夫特別会員の賛助出品 

 

 

 


